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1

資
源
が
ロ
シ
ア
を
強
気
に

「
ソ
ヴ
ィ
エ
ツ
キ
ー
・
ラ
イ
ト
」

豊
富
な
資
源
を
背
景
に
、
ロ
シ
ア
は
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
を
端
的
に
表
し
て
い
る
の
が
「
ソ

ヴ
ィ
エ
ツ
キ
ー
・
ラ
イ
ト
」
と
い
う
造
語
だ
。「
ソ
ヴ
ィ
エ
ツ
キ
ー
」
と
は
社
会
主
義
国
「
ソ
連
」
の
形
容

詞
で
、「
ラ
イ
ト
（light

）」
は
「
コ
カ
コ
ー
ラ
・
ラ
イ
ト
」
と
同
じ
よ
う
な
意
味
内
容
を
も
つ
。「
コ
カ
コ
ー

ラ
・
ラ
イ
ト
」
が
コ
カ
コ
ー
ラ
と
同
じ
よ
う
な
味
な
の
に
低
カ
ロ
リ
ー
で
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
い
ま

の
ロ
シ
ア
は
、
生
産
手
段
を
国
有
化
し
て
計
画
経
済
を
営
ん
で
き
た
ソ
連
に
似
て
き
た
が
、
世
界
に
脅
威

を
与
え
て
い
た
ソ
連
の
よ
う
な
「
悪
の
帝
国
」
で
は
な
い
と
い
っ
た
意
味
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

「
ラ
イ
ト
」
はlight

（
軽
い
）
だ
け
で
な
くright

（
右
）
と
い
う
意
味
も
も
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
国
家
を
強

化
し
よ
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ
は
「
右
翼
」
的
で
民
族
主
義
的
な
色
彩
を
帯
び
て
い
る
か
ら
だ
。

た
し
か
に
、
い
ま
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
国
家
の
力
を
強
化
し
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
み

え
る
。
ユ
コ
ス
と
い
う
石
油
会
社
の
脱
税
事
件
を
口
実
に
し
て
、
事
実
上
、
ユ
コ
ス
・
グ
ル
ー
プ
を
解
体

し
、
そ
の
子
会
社
の
一
部
を
国
営
石
油
会
社
ロ
ス
ネ
フ
チ
に
売
却
す
る
と
い
っ
た
荒
療
治
を
国
家
主
導
で
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行
っ
て
い
る
。
国
家
が
政
治
だ
け
な
く
経
済
に
も
関
与
し
て
き
た
社
会
主
義
時
代
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
よ

う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
ソ
連
の
復
活
を
意
味
し
な
い
。
あ
く
ま
で
「
ラ
イ
ト
」
な
の
だ
。

な
ぜ
か
。
国
家
権
力
の
強
化
の
た
め
に
、
暴
力
が
直
接
、
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
だ
。
前

述
の
例
に
し
て
も
、
ユ
コ
ス
の
子
会
社
で
あ
る
石
油
採
掘
会
社
ユ
ガ
ン
ス
ク
ネ
フ
チ
ガ
ス
の
株
式
の
約
六

七
％
を
ど
こ
か
に
売
却
し
て
、
国
家
は
ユ
コ
ス
の
税
未
納
分
の
回
収
に
回
そ
う
と
し
た
だ
け
だ
。
そ
の
株

式
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
、
た
ま
た
ま
勝
利
し
た
会
社
を
ロ
シ
ア
政
府
が
株
式
の
一
○
○
％
を
保
有
す
る
ロ

ス
ネ
フ
チ
が
買
収
し
た
結
果
、
事
実
上
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
が
そ
の
株
式
を
購
入
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
政
府
系

の
ロ
ス
ネ
フ
チ
が
株
式
を
無
償
で
強
奪
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
購
入
し
た
の
だ
。
こ
れ
は
ソ

連
の
や
り
方
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。「
ソ
ヴ
ィ
エ
ツ
キ
ー
・
ラ
イ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ

る
。そ

れ
だ
け
で
は
な
い
。
ソ
連
は
核
兵
器
に
代
表
さ
れ
る
軍
事
技
術
優
先
の
軍
事
国
家
で
あ
り
、
ワ
ル
シ

ャ
ワ
条
約
機
構
に
よ
っ
て
近
隣
諸
国
を
含
め
た
集
団
防
衛
体
制
を
構
築
し
、
米
国
を
中
心
と
す
る
北
大
西

洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
と
対
峙
し
て
き
た
。
ソ
連
崩
壊
で
こ
う
し
た
冷
戦
構
造
は
瓦
解
し
、
表
面
上
、

軍
事
的
脅
威
は
薄
れ
た
か
に
思
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ま
の
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
、
昔
の
よ
う
に
軍
事
力

で
近
隣
諸
国
と
の
関
係
を
築
き
上
げ
る
と
い
う
「
脅
し
」
は
時
代
遅
れ
と
な
っ
て
い
る
。
資
源
を
武
器
に
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経
済
的
に
近
隣
諸
国
と
の
関
係
に
お
い
て
優
位
に
立
つ
こ
と
。
こ
れ
こ
そ
、「
ソ
ヴ
ィ
エ
ツ
キ
ー
・
ラ
イ
ト
」

な
新
し
い
外
交
戦
略
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、「
ソ
ヴ
ィ
エ
ツ
キ
ー
・
ラ
イ
ト
戦
略
」
に
お
い
て
、

資
源
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

プ
ー
チ
ン
が
二
○
○
○
年
五
月
に
ロ
シ
ア
大
統
領
に
就
任
し
て
以
来
、
ロ
シ
ア
の
政
治
も
経
済
も
大
き

く
変
化
し
た
。
○
四
年
ま
で
の
第
一
期
プ
ー
チ
ン
政
権
で
は
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
前
大
統
領
の
息
の
か
か
っ
た

政
治
家
や
官
僚
、
オ
リ
ガ
ル
ヒ
（
新
興
財
閥
）
と
呼
ば
れ
る
、
政
治
に
ま
で
影
響
力
を
及
ぼ
す
富
豪
が
依
然

と
し
て
一
定
の
権
力
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
必
ず
し
も
十
分
に
プ
ー
チ
ン
色
を
打
ち
出
せ
た
と
は

い
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も
政
治
・
経
済
の
両
面
で
「
強
い
国
家
」
を
目
指
す
諸
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

そ
れ
こ
そ
「
プ
ー
チ
ニ
ズ
ム
」
で
あ
っ
た
。
第
二
期
プ
ー
チ
ン
政
権
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
こ
の
「
強
い

国
家
」
を
目
指
す
戦
略
が
と
ら
れ
た
。「
ソ
ヴ
ィ
エ
ツ
キ
ー
・
ラ
イ
ト
戦
略
」
と
呼
ん
だ
も
の
だ
。

国
営
化
戦
略

「
強
い
国
家
」
を
目
指
す
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ツ
キ
ー
・
ラ
イ
ト
戦
略
」
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
い
う
ロ
シ
ア
最
大
の

売
上
高
を
も
つ
会
社
の
国
家
保
有
株
を
買
い
増
し
て
過
半
数
と
す
る
政
策
や
、
国
営
石
油
会
社
ロ
ス
ネ
フ

チ
に
よ
る
ユ
コ
ス
傘
下
の
採
掘
会
社
買
収
、
さ
ら
に
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
よ
る
大
規
模
石
油
会
社
シ
ブ
ネ
フ
チ

買
収
に
現
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
国
家
が
原
油
採
掘
の
三
割
に
関
与
す
る
体
制
が
生
ま
れ
る
。
加
え
て
、
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ヴ
ニ
ェ
シ
ト
ル
グ
銀
行
と
い
う
ほ
ぼ
一
○
○
％
国
家
所
有
の
銀
行
の
資
本
金
を
倍
増
さ
せ
、
ロ
シ
ア
中
央

銀
行
の
海
外
子
会
社
を
買
収
し
て
国
際
的
に
通
用
す
る
銀
行
グ
ル
ー
プ
と
す
る
計
画
も
進
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
政
府
が
過
半
数
以
上
の
株
式
を
所
有
す
る
企
業
を
通
じ
た
民
間
企
業
の
買
収
が
活
発
化
し
て

い
る
。
表
20
に
示
し
た
よ
う
に
、
二
○
○
四
年
末
か
ら
○
五
年
に
か
け
て
、「
国
営
化
」
重
視
の
政
府
の
戦

略
が
み
て
と
れ
る
。
表
に
は
な
い
が
、
ヴ
ニ
ェ
シ
ト
ル
グ
銀
行
は
、
プ
ロ
ム
ス
ト
ロ
イ
銀
行
（
サ
ン
ク
ト

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
）
の
ほ
か
、
○
四
年
七
月
に
グ
タ
銀
行
も
一
○
○
万
ル
ー
ブ
ル
で
買
収
し
た
。
○
五
年
十

二
月
、
ロ
シ
ア
統
一
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
（
Ｕ
Ｅ
Ｓ
）
は
、
イ
ン
タ
ー
ロ
ス
の
保
有
す
る
シ
ロ
ー
ヴ
ィ

エ
・
マ
シ
ー
ヌ
ィ
株
の
約
七
四
％
の
う
ち
二
二
・
四
三
％
を
購
入
し
た
。
Ｕ
Ｅ
Ｓ
関
連
会
社
レ
ン
エ
ネ
ル

ゴ
が
同
株
を
一
部
保
有
し
て
い
る
た
め
、
Ｕ
Ｅ
Ｓ
は
同
社
の
経
営
問
題
に
待
っ
た
を
か
け
ら
れ
る
二

五
％
＋
一
株
を
事
実
上
、
保
有
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
三
○
・
四
一
五
％
に
つ
い
て
は
Ｕ
Ｅ
Ｓ
と
イ

ン
タ
ー
ロ
ス
が
共
同
で
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
、
Ｕ
Ｅ
Ｓ
は
二
年
間
に
わ
た
る
イ
ン
タ
ー
ロ
ス
に
よ
る
同

株
の
売
却
へ
の
拒
否
権
と
、
優
先
的
購
入
権
を
得
て
信
託
管
理
を
任
さ
れ
た
。
一
方
、
ド
イ
ツ
の
シ
ー
メ

ン
ス
は
○
六
年
一
月
、
シ
ロ
ー
ヴ
ィ
エ
・
マ
シ
ー
ヌ
ィ
株
の
約
二
○
・
六
％
を
取
得
し
、
総
計
で
二

五
％
＋
一
株
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
事
実
上
、
過
半
数
の
株
式
を
国
家
が
保
有
し
て
い

る
Ｕ
Ｅ
Ｓ
が
シ
ロ
ー
ヴ
ィ
エ
・
マ
シ
ー
ヌ
ィ
を
主
導
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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取引額
概　　要

（100万ドル）

13,100 1） すでに保有していた株式と合わせて，ガスプロムは
シブネフチ株の75.7％の保有者に。

ロスネフチはユガンスクネフチガスを落札したバイ

8,990

カル・ファイナンス・グループ株の99.9％を買収し
て，事実上，ユガンスクネフチガスを支配下に置い
た。一部，報道で株価が割安との見方があるが，ユ
ガンスクネフチガス自体が税金を滞納していること
から，価格が割り引かれたという側面がある。

7,020
政府はガスプロムの４子会社が保有するガスプロム
株を購入することで，すでに保有していた同株と合
わせて，過半数の所有者になった。

700 2） 当初，25％＋１株を買収し，2005年末に50％＋２株
を買い増した。

約300 正確な取引額は不明。

158 株式は商業銀行であるアクロポリ銀行に存在した。

101.4
ロシア統一エネルギーシステム（UES）は信託委託
された株式を合わせて，事実上，同社を支配。

約50 事実上，ガスプロムが同社を支配。

25～40
ロスネフチは過去の保有分と合わせて，同社株の
79.53％を支配。

25～40
ロスネフチは過去の保有分と合わせて，同社の唯一
の株主に。

民間企業買収10傑

（2006）Mar.10によると総額は２億9,100万ドル。
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年月日 購入者 買収対象

2005年
ガスプロム シブネフチ（72.7％）

2004年 ユガンスクネフチガス
ロスネフチ

（76.79％）

2005年
ロスネフチガス ガスプロム（10.74％）

2005年 連邦単独企業ロシア国防
AvtoVAZ（61.8％）

輸出支配下の組織

2005年
ヴニェシトルグ銀行

プロムストロイ銀行
（サンクトペテルブルク）

2005年
ノヴォシップ ノヴォシップ（17.44％）

2005年 ロシア統一エネルギー シローヴィエ・マシーヌィ
システム（UES） （22.43％）

2005年
ガスプロムの関連組織 OMZ（42.16％）

2004年
ロスネフチ

トゥアプシンスク製油所
（40％）

2005年
ロスネフチ セリクプネフチガス（34％）

表20 国営・国有企業による

9月28日

12月22日

6月24日

10月27日

3～12月

4月1日

12月7日

11月2日

12月27日

7月27日

（注）１）［73］（2006）Mar.10では，136億5,800万ドル。２）［73］

（出所）［41］（2006）Jan.19.



ソ
連
時
代
か
ら
有
名
な
重
工
業
企
業
ウ
ラ
ル
マ
シ
を
傘
下
に
も
つ
統
一
機
械
製
作
工
場
（
Ｏ
Ｍ
Ｚ
）
に
つ

い
て
も
、
国
営
化
の
動
き
が
あ
っ
た
。
原
子
力
発
電
設
備
な
ど
を
生
産
し
て
い
る
Ｏ
Ｍ
Ｚ
の
大
株
主
だ
っ

た
ベ
ン
ド
ゥ
キ
ッ
ゼ
ら
は
二
○
○
五
年
十
一
月
、
そ
の
株
式
の
四
二
・
一
六
％
を
売
却
し
た
。
同
株
の
名

目
上
の
保
有
者
は
預
託
決
済
会
社
（
Ｄ
Ｋ
Ｋ
）
だ
が
、
実
質
的
な
保
有
者
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
関
連
す
る
組
織

（
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
の
関
連
組
織
）
で
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
○
六
年
二
月
の
情
報
で
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀

行
の
関
連
組
織
が
株
式
の
七
五
％
強
を
保
有
し
て
い
る
と
い
う
。
Ｏ
Ｍ
Ｚ
も
、
政
府
が
過
半
数
の
株
式
を

保
有
す
る
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
事
実
上
、
支
配
す
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
Ｕ
Ｅ
Ｓ
も
ガ
ス
プ
ロ
ム
も
機
械

メ
ー
カ
ー
の
資
産
を
一
時
的
に
保
有
す
る
に
す
ぎ
ず
、
国
家
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
械
製
作
会
社
（
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
）
の

設
立
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
以
前
、
シ
ロ
ー
ヴ
ィ
エ
・
マ
シ
ー
ヌ
ィ
と
Ｏ
Ｍ
Ｚ
と
の
合
併
の
実
現

が
目
前
ま
で
い
っ
た
と
き
、
シ
ー
メ
ン
ス
に
よ
る
シ
ロ
ー
ヴ
ィ
エ
・
マ
シ
ー
ヌ
ィ
株
買
収
提
案
で
、
合
併

が
つ
ぶ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
シ
ロ
ー
ヴ
ィ
エ
・
マ
シ
ー
ヌ
ィ
と
Ｏ
Ｍ
Ｚ
を
統
合
し
て

Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
が
設
立
さ
れ
る
可
能
性
が
生
ま
れ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
以
外
に
も
、
国
有
の
連
邦
単
独
企
業
で
あ
る
ロ
シ
ア
国
防
輸
出

（R
osoboroneksport

）
が
国
営
化
に
乗
り
出
し
た
。
ロ
シ
ア
国
防
輸
出
は
二
○
○
三
年
八
月
、
そ
の
子
会

社
で
あ
るO

boronprom

（
ロ
シ
ア
国
防
輸
出
と
ロ
シ
ア
資
産
管
理
庁
の
保
有
す
る
株
式
比
率
は
八
二
％
）
が
当

190



時
、
防
空
シ
ス
テ
ム
の
生
産
に
か
か
わ
る
公
開
型
株
式
会
社
国
防
シ
ス
テ
ム
の
管
理
会
社
で
あ
る
国
防
シ

ス
テ
ム
―

イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
の
株
式
の
五
○
％
を
イ
ン
タ
ー
ロ
ス
か
ら
購
入
し
た
。

そ
の
後
、
二
○
○
四
年
四
月
、
ロ
シ
ア
国
防
輸
出
第
一
副
総
裁
か
ら
総
裁
に
昇
格
し
た
チ
ェ
メ
ゾ
フ
は

ロ
シ
ア
国
防
輸
出
を
金
融
産
業
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
化
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
そ
れ
は
、
国
防
産
業

の
再
編
に
か
ら
む
も
の
と
、
自
動
車
産
業
の
再
編
に
か
ら
む
も
の
と
い
う
二
方
向
で
進
め
ら
れ
た
。
国
防

産
業
に
つ
い
て
は
、
二
○
○
四
年
十
一
月
二
十
九
日
付
大
統
領
令
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
製
造
持
ち
株
会
社
が
ロ
シ
ア
国
防
輸
出
の
子
会
社
で
あ
る
上
記
のO

boronprom

に
基
づ

い
て
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
政
府
は
ミ
リ
記
念
モ
ス
ク
ワ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
工
場
（
Ｍ
Ｖ
Ｚ
）
と
ス
ト

ゥ
ピ
ン
ス
ク
機
械
製
作
企
業
合
同
（
Ｍ
Ｐ
Ｐ
）
を
○
五
年
私
有
化
リ
ス
ト
に
入
れ
て
私
有
化
し
、
Ｍ
Ｖ
Ｚ
株

の
三
一
％
と
ス
ト
ゥ
ピ
ン
ス
ク
Ｍ
Ｐ
Ｐ
株
の
六
○
％
、
ウ
ラ
ン
・
ウ
デ
航
空
機
工
場
株
の
四
九
・
一
八
％
、

モ
ス
ク
ワ
工
場V

pered

株
三
八
％
をO

boronprom

の
資
本
金
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
○
五
年
九
月
、O

boronprom
が
、
ロ
シ
ア
第
二
位
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
会
社
で
あ
る
公
開
型
株
式

会
社
カ
モ
フ
株
の
五
○
％
を
○
二
年
九
月
に
取
得
し
て
い
た
、
通
信
を
中
心
と
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
で
あ

る
シ
ス
チ
ェ
ー
マ
と
、
同
株
購
入
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
結
局
、
カ
モ

フ
株
の
四
九
・
四
六
％
をO

boronprom

が
一
二
○
○
万

で
シ
ス
チ
ェ
ー
マ
か
ら
購
入
し
た
。
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二
○
○
六
年
二
月
に
は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
「
公
開
型
株
式
会
社
・
統
一
航
空
機
製
造
会
社
に
つ
い

て
」
と
い
う
大
統
領
令
に
署
名
し
た
。
航
空
機
持
ち
株
会
社
ス
ホ
イ
株
の
一
○
○
％
、
国
家
間
航
空
機
製

造
会
社
イ
リ
ュ
ー
シ
ン
株
の
八
六
％
、
公
開
型
株
式
会
社
ト
ゥ
ポ
レ
フ
株
の
六
五
・
八
％
な
ど
を
統
一
航

空
機
製
造
会
社
の
資
本
金
に
繰
り
入
れ
る
形
で
統
合
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。
こ
の
統
合
と
と
も
に
、
ジ

ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
を
製
造
す
る
国
内
の
六
企
業
も
統
合
さ
せ
る
計
画
も
あ
る
。
こ
う
し
て
、
国
家
主
導
で
、

航
空
機
産
業
も
再
編
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
同
年
二
月
に
は
、
世
界
第
二
位
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
採
掘
企

業
ア
ル
ロ
サ
社
の
連
邦
政
府
持
ち
株
の
拡
大
が
決
定
さ
れ
た
。

自
動
車
産
業
の
再
編
に
関
連
し
て
は
、
ロ
シ
ア
国
内
最
大
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
るA

vtoV
A

Z

の

株
式
の
支
配
権
が
二
○
○
五
年
十
二
月
、
国
家
に
移
行
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
同
株
の
六
四
％
は
子
会
社
三

社
に
属
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
三
八
％
は
Ａ
Ｖ
Ｖ
Ａ
（
自
動
車
全
ロ
連
合
）、
二
四
％
は
閉
鎖
型
株
式
会

社
Ｔ
ｓ
Ｏ
Ａ
Ｆ
Ｋ
（
自
動
車
金
融
会
社
）、
二
％
は
閉
鎖
型
株
式
会
社
Ｉ
Ｆ
Ｋ
に
属
し
て
い
た
。
Ａ
Ｖ
Ｖ
Ａ

株
の
八
六
％
はA

vtoV
A

Z

に
属
し
て
お
り
、
Ａ
Ｖ
Ｖ
Ａ
とA

vtoV
A

Z

は
Ａ
Ｆ
Ｋ
株
の
六
○
％
を
保
有
し

て
い
た
。
こ
の
結
果
、A

vtoV
A

Z

の
取
締
役
会
議
長
が
六
四
％
の
株
式
の
議
決
権
を
行
使
し
て
き
た
。

○
五
年
十
一
月
、
連
邦
単
独
企
業
で
あ
る
ロ
シ
ア
国
防
輸
出
が
七
億

で
Ａ
Ｖ
Ｖ
Ａ
と
Ａ
Ｆ
Ｋ
を
取
得
し

た
。
同
年
十
二
月
二
十
二
日
のA

vtoV
A

Z

の
臨
時
株
主
総
会
で
、
ロ
シ
ア
国
防
輸
出
の
副
社
長
ア
ル
チ
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ャ
コ
フ
が
取
締
役
会
議
長
、
同
社
部
長
の
エ
シ
ポ
フ
ス
キ
ー
が
社
長
に
任
命
さ
れ
、
い
わ
ば
、
国
家
が

A
vtoV

A
Z

の
支
配
権
を
握
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
取
締
役
に
は
、
ロ
シ
ア
国
防
輸
出
に
買
収
資
金

を
提
供
す
る
ヴ
ニ
ェ
シ
ト
ル
グ
銀
行
の
三
人
や
ア
リ
ョ
ー
シ
ン
連
邦
産
業
庁
長
官
な
ど
も
就
任
し
た
。

ロ
シ
ア
国
防
輸
出
は
国
家
が
株
式
の
三
四
％
を
保
有
し
て
い
る
、
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
、
カ
マ
ズ
の
買

収
に
乗
り
出
す
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
国
防
輸
出
は
す
で
に
、
国
家
の
保
有
す
る
三

四
％
の
株
式
を
ロ
シ
ア
国
防
輸
出
の
管
理
下
に
移
譲
す
る
よ
う
に
求
め
た
と
い
う
情
報
も
あ
る
。
二
○
○

五
年
十
月
一
日
現
在
、
カ
マ
ズ
株
の
三
四
・
○
一
％
を
ロ
シ
ア
資
産
管
理
庁
、
三
・
八
二
％
を
カ
マ
ズ
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
（K

am
az

International
M

anagem
ent

Co.

）、
二
・
八
二
％

を
ズ
ベ
ル
バ
ン
ク
が
保
有
し
て
い
る
。
加
え
て
、A

vtoV
A

Z

、
カ
マ
ズ
、
Ｇ
Ａ
Ｚ
（
ゴ
ー
リ
キ
ー
自
動
車

工
場
）
を
国
家
自
動
車
会
社
（N

ational
A

utom
obile

Corporation

）
に
統
合
す
る
計
画
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

連
邦
産
業
庁
の
ア
リ
ョ
ー
シ
ン
長
官
が
推
進
し
て
い
る
も
の
で
、
国
家
だ
け
が
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を
助
け

ら
れ
る
と
い
う
ア
リ
ョ
ー
シ
ン
の
論
理
に
プ
ー
チ
ン
大
統
領
も
同
意
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
最
新
情
報
で

は
、
ロ
シ
ア
国
防
輸
出
の
チ
ェ
メ
ゾ
フ
総
裁
は
カ
マ
ズ
株
の
取
得
を
断
っ
た
と
い
う
。A

vtoV
A

Z

は
Ｇ

Ａ
Ｚ
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
エ
ン
ジ
ン
の
共
同
開
発
に
着
手
す
る
計
画
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
二
社
の
統
合
の

可
能
性
が
強
ま
っ
て
い
る
。
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上
記
の
よ
う
な
「
国
営
化
」
戦
略
の
結
果
、
ア
ル
フ
ァ
銀
行
の
調
査
に
よ
る
と
、
二
○
○
三
年
夏
に
は

二
○
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
株
式
市
場
で
売
買
さ
れ
て
い
る
会
社
の
時
価
総
額
に
占
め
る
国
家
の
保
有
株
の

時
価
総
額
割
合
は
、
○
五
年
末
に
二
九
・
六
％
ま
で
上
昇
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
経
営
者
の
同
割
合
は

三
八
％
か
ら
二
一
％
に
低
下
し
た
。
国
営
企
業
の
経
営
は
必
ず
し
も
効
率
的
で
な
い
か
ら
、
長
期
的
に
み

る
と
、
こ
う
し
た
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ツ
キ
ー
・
ラ
イ
ト
戦
略
」
は
株
式
市
場
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

外
資
規
制
を
強
化
し
て
、
国
内
産
業
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
政
策
も
み
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
ロ
シ

ア
に
と
っ
て
戦
略
上
、
重
要
な
軍
事
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
か
か
わ
る
「
戦
略
企
業
」
に
対
す
る
外
国
投

資
家
の
投
資
制
限
を
立
法
化
す
る
動
き
が
あ
る
。
産
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
と
経
済
発
展
貿
易
省
は
こ
の
た
め

の
法
案
を
ま
と
め
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
広
範
な
規
制
を
求
め
る
連
邦
保
安
局
は
経
済
発
展
貿
易
省
案

に
反
対
し
て
お
り
、
実
際
に
立
法
化
さ
れ
る
に
は
紆
余
曲
折
が
あ
り
そ
う
だ
。

ほ
か
に
も
、
地
下
資
源
法
の
改
正
に
関
連
し
て
、「
戦
略
鉱
区
」
を
定
め
、
戦
略
鉱
区
へ
の
外
資
参
加

を
制
限
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
へ
の
外
資
制
限
は
ロ
シ
ア
だ
け
に
み
ら

れ
る
現
象
で
は
な
い
。
ス
ペ
イ
ン
の
電
力
会
社
エ
ン
デ
サ
の
買
収
に
ド
イ
ツ
の
Ｅ
・
Ｏ
Ｎ
が
乗
り
出
す
と
、

ス
ペ
イ
ン
政
府
は
国
内
の
ガ
ス
・
ナ
ト
ゥ
ラ
ル
へ
の
売
却
を
進
め
、
同
社
に
よ
る
買
収
を
回
避
し
よ
う
と

し
た
。
二
○
○
六
年
四
月
、
欧
州
委
員
会
は
Ｅ
・
Ｏ
Ｎ
に
よ
る
エ
ン
デ
サ
株
の
株
式
公
開
買
付
を
Ｅ
Ｕ
内
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の
独
占
禁
止
規
定
に
抵
触
し
な
い
と
し
て
、
認
可
し
た
。
一
方
、
イ
タ
リ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社E

nel

に
よ
る
ス
エ
ズ
（
ス
エ
ズ
運
河
で
有
名
だ
が
、
現
在
は
電
力
・
ガ
ス
・
水
道
・
廃
棄
物
処
理
事
業
を
中
心
と
す
る

コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
で
、
フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
に
拠
点
を
置
く
）
買
収
を
阻
止
す
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
政
府

は
○
六
年
二
月
、
ス
エ
ズ
と
フ
ラ
ン
ス
ガ
ス
公
社
（
Ｇ
Ｄ
Ｆ
）
の
合
併
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ

し
、
合
併
実
現
に
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｆ
に
対
す
る
政
府
の
持
ち
株
比
率
を
八
○
％
か
ら
三
四
％
に
引
き
下
げ
る
法

的
措
置
が
必
要
だ
。
欧
州
委
員
会
の
承
認
や
ス
エ
ズ
の
株
主
の
賛
成
も
欠
か
せ
な
い
。

2

無
視
で
き
な
い
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ

「
ソ
ヴ
ィ
エ
ツ
キ
ー
・
ラ
イ
ト
戦
略
」
が
あ
く
ま
で
「
ラ
イ
ト
」
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
プ
ー
チ

ン
大
統
領
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ
の
な
か
で
、
こ
れ
を
否
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
起
因
し
て

い
る
。
資
源
関
連
企
業
の
好
調
の
背
後
に
は
、
先
進
国
か
ら
の
先
端
技
術
の
輸
入
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

指
摘
す
れ
ば
十
分
だ
ろ
う
。
こ
の
技
術
導
入
の
た
め
に
、
多
く
の
資
源
関
連
企
業
は
巨
額
の
資
金
調
達
を

迫
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
多
額
の
資
本
市
場
で
の
資
金
調
達
を
行
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ロ
シ
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ア
企
業
と
い
え
ど
も
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
潮
流
か
ら
無
縁
で
は
な
く
、
投
資
家
か
ら
の
信
頼
を

勝
ち
得
る
た
め
に
、
積
極
的
な
情
報
公
開
や
企
業
統
治
の
確
立
を
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え

ば
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
二
○
○
四
年
四
月
と
七
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
二
億
五
○
○
○
万

と
一
二
億

の
債
券

に
よ
る
資
金
調
達
を
行
っ
た
。
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
ユ
コ
ス
の
採
掘
子
会
社
買
収
資
金
を
返
済
す
る
た
め
に
、

Ｌ
Ｓ
Ｅ
な
ど
で
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
実
施
し
た
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
多
く
の
諸
政
策
を
断
行
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
一
九
九
三
年
に
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
へ
加
盟
申
請
し
た
ロ
シ
ア
は
、
関
税
法
典
の
抜

本
的
見
直
し
を
迫
ら
れ
た
。
二
○
○
○
年
初
め
か
ら
施
行
さ
れ
た
予
算
法
典
、
○
四
年
か
ら
本
格
化
し
た

行
政
改
革
は
、
世
界
中
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｍ
（N

ew
Public

M
anagem

ent

）
の
考
え
方
を
導
入
す

る
一
環
と
理
解
で
き
る
。
税
制
改
革
や
年
金
改
革
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
や
世
界
銀
行
に
代
表
さ
れ

る
国
際
機
関
な
ど
の
指
導
の
下
に
、
改
革
を
行
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
改
革
は
プ

ー
チ
ン
政
権
独
自
の
改
革
と
い
う
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ
の
な
か
で
改
革
を
迫
ら
れ
た

結
果
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
面
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
経
済
の
復
興
に
は
、
外
資
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
通
じ
て
、
広
範

な
資
本
を
外
国
証
券
取
引
所
で
調
達
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
き
た
。
国
内
の
株
式
市
場
を
通
じ
た
Ｉ
Ｐ
Ｏ
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も
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
を
示
し
た
の
が
表
21
だ
。
こ
れ
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、
会
社
の
株
式
を
投
資

家
に
購
入
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
会
社
に
利
益
を
残
し
、
安
定
的
に
会
社
が
成
長
で
き
る
見
通
し
を
示
そ

う
と
す
る
会
社
が
増
え
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
ま
で
ロ
シ
ア
で
は
、
企
業
が
企
業
と
し
て
の
利
益
よ
り
、

そ
の
支
配
者
の
利
益
確
保
を
優
先
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
自
然
人
経
済
」
が
広
が
っ
て
き
た
。
そ
れ

で
も
、
よ
う
や
く
こ
う
し
た
傾
向
に
終
止
符
を
打
ち
、
企
業
自
体
の
利
益
最
大
化
に
よ
り
、
株
主
全
般
の

利
益
拡
大
も
は
か
る
と
い
う
方
向
性
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
た
だ
し
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
に
際
し
て
、
株
式
を
売
り

出
す
側
は
一
度
に
巨
額
の
資
金
を
無
税
で
取
得
で
き
る
た
め
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
自
体
は
依
然
と
し
て
大
株
主
で
あ

る
オ
ー
ナ
ー
の
個
人
的
利
益
獲
得
を
目
指
し
た
面
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
今
後
は
、
企
業
統
治
の
確
立
を

通
じ
て
、
会
社
レ
ベ
ル
で
の
利
益
最
大
化
や
株
主
の
尊
重
と
い
っ
た
ル
ー
ル
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
が
実
現
で
き
て
は
じ
め
て
、
ロ
シ
ア
経
済
は
「
自
然
人
経
済
」
か
ら
脱
却
で
き
る
の
だ
。
そ
の
意
味

で
、
企
業
統
治
が
ま
す
ま
す
重
要
性
を
お
び
て
い
る
。

加
え
て
、
ロ
シ
ア
企
業
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
参
加
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ロ
ン
ド
ン
で
株
式
を
公
開
し
て
、
海

外
の
株
主
を
増
や
す
こ
と
で
、
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
企
業
へ
の
干
渉
を
抑
止
す
る
ね
ら
い
が
あ
る
。
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198

年　月
IPO売出株の発行済み株式に 調達額

占める割合（％） （100万ドル）

1996年 11月 13 107
1999年１月 12 52
2000年６月 17 364
2002年２月 24 199
2002年４月 16 13
2003年１月 20 14
2004年３月 23.3 127
2004年４月 28 20
2004年 10月 10 291
2004年 10月 25 178
2004年 11月 15 81
2004年 11月 38.5 69
2005年２月 16.5 1,353.8
2005年３月 19.9 151.2
2005年３月 10 8
2005年４月 26 （30） 134.9（135）
2005年５月 30 597.6
2005年６月 8.3 421.9
2005年６月 25.98 39.9
2005年６月 17.3（19） 878.5（966）
2005年８月 31 113.8
2005年 11月 27.1 201.7
2005年 12月 7 609
2005年 12月 13.9（26） 11.9（26.4）
2005年 12月 30 13.6

の主なIPO

14, Aug. 15, Dec. 22, Dec. 29,［68］（2005）Jun. 10.

ほかの資料と数値が大きく食い違っているものを表示した。Severstal-
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企 業 名 証券取引所

ヴィンペルコム NYSE
ゴールデン・テレコム Nasdaq
モビーリヌィエ　テレシスチェームィ NYSE
Vimm-Bill'-Dann NYSE
インフォマツィオンヌィエ　シスチェームィ RTS, MICEX
アプチェーキ 36.6 MICEX
イルクート RTS, MICEX
カリーナ RTS, MICEX
鉄鋼グループ　メチェル NYSE
EFES International LSE
第七大陸 RTS
公開投資 RTS
シスチェーマ LSE
レベヂャンスキー RTS, MICEX
パン　アルタヤ RTS, MICEX
Severstal-Avto RTS, MICEX
ピャテロチカ LSE
エヴラズ・グループ LSE
Rambler Media LSE /AIM
ノヴァテク LSE
Urals Energy LSE /AIM
Amtel-Fredeshtain LSE
NLMK LSE
IMS Group LSE /AIM
Zirax LSE /AIM

（注）カッコ内は［41］（2006）Jan.18および［73］（2005）Dec.29の数値。
Avtoの調達額は［68］では67。

（出所）［41］（2005）Oct. 13, Nov. 14,（2006）Jan. 18,［73］（2005）Jun.

表21 ロシア企業



3

レ
ン
ト
の
分
捕
り
合
戦

「
強
い
ロ
シ
ア
」
を
目
指
す
動
き
は
、
国
営
化
と
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
積
極
化
に
分
裂
し
な
が
ら
実
践
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
時
代
の
「
ス
ラ
ヴ
派
」
と
「
西
欧
派
」
の
分
断
に
似
て
い
る
。
国
営
化
の
積
極

化
は
、
国
内
市
場
開
放
に
よ
る
外
資
と
の
競
争
激
化
に
備
え
る
こ
と
を
名
目
に
し
な
が
ら
、
実
は
保
護
主

義
に
よ
る
競
争
回
避
を
ね
ら
っ
て
い
る
。
本
来
の
ス
ラ
ヴ
派
は
、
貧
困
の
増
大
や
階
級
対
立
を
、
ロ
シ
ア

正
教
を
も
と
に
し
た
信
仰
共
同
体
で
回
復
し
よ
う
と
し
た
が
、
現
代
の
ス
ラ
ヴ
派
の
な
か
に
も
、
宗
教
に

回
帰
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
。
加
え
て
、
ド
イ
ツ
の
Ｅ
・
Ｏ
Ｎ
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン
国
内
の
エ
ン
デ
サ

（E
ndesa

）
買
収
に
ス
ペ
イ
ン
政
府
が
待
っ
た
を
か
け
た
り
、
米
国
の
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
韓
国
の
タ

バ
コ
メ
ー
カ
ー
Ｋ
Ｔ
＆
Ｇ
へ
の
敵
対
的
買
収
の
動
き
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
韓
国
で
大
騒
ぎ
が
起
き
た
り

し
て
お
り
、
世
界
各
国
で
広
が
る
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
き
が
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ス
ラ
ヴ
派
的
な
動

き
を
後
押
し
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

一
方
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
積
極
化
は
、
西
欧
の
価
値
観
を
認
め
、
そ
れ
を
ロ
シ
ア
に
積
極
的
に
導
入
し
よ
う
と

し
た
西
欧
派
の
立
場
と
合
致
し
て
い
る
。
特
に
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
的
価
値
観
を
受
け
入
れ
、
行
政
改
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革
を
Ｎ
Ｐ
Ｍ
に
基
づ
い
て
行
っ
た
り
、
企
業
統
治
に
お
い
て
投
資
家
な
い
し
株
主
の
権
限
を
大
幅
に
拡
大

し
た
り
し
よ
う
と
す
る
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
西
欧
派
と
ス
ラ
ヴ
派
の
対
立
は
、
い
わ
ば
資
源
に
か
か
わ
る
レ
ン
ト
（
超
過
利
潤
）
の
分
捕
り

合
戦
を
意
味
し
て
い
る
。
原
油
価
格
な
ど
の
高
騰
で
、
歳
入
が
潤
っ
て
い
る
ロ
シ
ア
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

投
資
政
策
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
投
資
に
ま
つ
わ
る
資
金
の
分
捕
り
合
戦
こ
そ
、「
赤
い
」
斑
点

が
な
か
な
か
消
え
な
い
政
府
系
企
業
や
巨
額
の
レ
ン
ト
を
か
か
え
る
石
油
会
社
な
ど
か
ら
の
目
先
の
利
害

を
優
先
す
る
ス
ラ
ヴ
派
と
、
競
争
原
理
に
基
づ
く
外
資
へ
の
門
戸
開
放
を
前
提
に
利
益
拡
大
を
目
指
す
西

欧
派
と
の
決
戦
場
と
な
っ
て
い
る
。

二
○
○
六
年
予
算
に
お
け
る
投
資
関
連
歳
出
の
構
成
を
み
る
と
、
そ
れ
は
三
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い

る
。
う
ち
二
つ
の
部
分
は
以
前
の
予
算
に
も
存
在
し
た
も
の
で
、
連
邦
特
定
目
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｆ
Ｔ
ｓ

Ｐ
）
と
連
邦
指
定
投
資
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｐ
）
で
あ
る
。
○
六
年
予
算
か
ら
、
第
三
の
投
資
関
連
構
成

と
し
て
特
別
投
資
基
金
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。
一
方
で
、
○
五
年
九
月
五
日
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
国
家

に
と
っ
て
重
要
な
四
つ
の
措
置
（
医
療
・
教
育
・
住
宅
・
農
工
コ
ン
プ
レ
ク
ス
の
発
展
）
に
か
か
わ
る
ナ
シ
ョ

ナ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
上

記
の
Ｆ
Ｔ
ｓ
Ｐ
と
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｐ
、
お
よ
び
特
別
投
資
基
金
の
関
係
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

むすび

201



二
○
○
六
年
連
邦
予
算
法
に
よ
る
と
、
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｐ
の
歳
出
は
予
算
法
の
付
表
四
二
と
四
三
に
従
っ
て
承

認
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
第
九
九
条
第
一
項
）。
付
表
四
二
に
よ
る
と
、
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｐ
の
総
額
は
三
一

八
九
億
四
九
○
○
万
ル
ー
ブ
ル
で
、
全
国
家
問
題
、
国
防
、
国
家
安
全
保
障
・
治
安
、
国
民
経
済
、
公

共
・
住
宅
活
動
、
環
境
保
全
、
教
育
、
文
化
・
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
保
健
・
ス
ポ
ー
ツ
、
予
算
間
移
転
と
い

う
項
目
か
ら
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
付
表
四
三
は
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
秘
密
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て

い
る
。

「
二
○
○
六
年
連
邦
予
算
資
金
に
よ
っ
て
実
施
が
見
込
ま
れ
る
連
邦
特
定
目
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｆ
Ｔ
ｓ
Ｐ
）

リ
ス
ト
」（
付
表
五
四
）
に
よ
る
と
、
Ｆ
Ｔ
ｓ
Ｐ
の
総
額
は
三
六
三
六
億
一
九
七
万
ル
ー
ブ
ル
で
、
ロ
シ
ア

輸
送
シ
ス
テ
ム
の
近
代
化
（
下
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
鉄
道
輸
送
、
自
動
車
道
路
、
民
間
航
空
機
、
海
洋
輸
送
、

内
陸
河
川
交
通
な
ど
）、
ロ
シ
ア
の
文
化
、
反
テ
ロ
、
住
宅
、
世
界
海
洋
、
身
体
障
害
者
へ
の
社
会
支
援
な

ど
の
多
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
な
っ
て
い
る
。
付
表
五
五
と
五
六
も
Ｆ
Ｔ
ｓ
Ｐ
に
関
連
す
る
資
料
だ
が
、

い
ず
れ
も
秘
密
に
さ
れ
て
お
り
、
国
家
投
資
と
い
っ
て
も
必
ず
し
も
そ
の
全
貌
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。新

た
に
設
け
ら
れ
た
特
別
投
資
基
金
に
つ
い
て
は
、
二
○
○
六
年
予
算
法
で
は
、
投
資
基
金
と
呼
ば
れ
、

総
額
は
六
九
七
億
四
一
二
○
・
八
三
万
ル
ー
ブ
ル
と
決
め
ら
れ
た
（
第
一
二
○
条
第
一
項
）。
そ
の
具
体
的
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投
資
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
連
邦
政
府
が
別
途
、
定
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
○
五
年
十
二
月
、
フ
ラ
ト

コ
フ
首
相
は
、
予
算
法
典
へ
の
必
要
な
修
正
導
入
ま
で
と
い
う
条
件
つ
き
で
、
○
六
年
一
月
か
ら
の
投
資

基
金
設
立
に
関
す
る
決
定
に
署
名
し
た
。
五
○
億
ル
ー
ブ
ル
以
上
の
価
値
を
も
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
最
長

五
年
間
資
金
支
援
す
る
も
の
で
、
民
間
投
資
家
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
資
金
の
二
五
％
以
上
を
投
資
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
投
資
基
金
は
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
官
民
連
携
手
法
）
を
前
提
に
設
計
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
。

Ｐ
Ｐ
Ｐ
は
公
共
（public

）
と
民
間
（private

）
が
協
力
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
で
行
う
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
調
達
お
よ
び
そ
の
手
法
全
般
の
名
称
を
意
味
し
て
い
る
。
英
国
で
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
時
代
、「
自
治

体
が
直
接
提
供
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
民
間
で
は
実
施
不
可
能
も
し
く
は
実
施
す
る
意
思
の
な
い
業
務
に

限
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
方
針
が
決
め
ら
れ
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
開
放
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ

の
た
め
に
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
開
放
が
目
指
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｍ
と
呼
ば
れ
る
行
政
改
革
の
一
環
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
投
資
基
金
を
ね
ら
っ
て
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
企
業
か
ら
成
長
し
た
デ
リ
パ
ス
カ
は
、
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル

ス
ク
地
方
で
ボ
グ
チ
ャ
ン
ス
ク
水
力
発
電
所
の
竣
工
と
隣
接
す
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工
場
の
建
設
に
一
八

億

も
の
投
資
を
計
画
し
て
お
り
、
そ
の
一
部
に
投
資
基
金
か
ら
の
支
援
を
受
け
取
る
こ
と
を
希
望
し
て

い
る
。
ヴ
ォ
ル
ガ
・
ド
ニ
エ
プ
ル
（V

olga-D
nepr

）
と
ア
ヴ
ィ
ア
ス
タ
ー
（A

viastar

）
は
航
空
機
ル
ス
ラ
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ン
（R

uslan

）
の
製
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
一
五
億

）
へ
の
支
援
を
求
め
て
い
る
ほ
か
、
モ
ス
ク
ワ
市
は
一

五
億

強
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
モ
ス
ク
ワ
・
シ
テ
ィ
ー
へ
の
支
援
を
望
ん
で
い
る
。
サ
ン
ク
ト

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
は
高
速
道
路
建
設
へ
の
支
援
を
期
待
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ど

ん
な
基
準
で
選
定
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
透
明
性
の
高
い
基
準
が
必
要
に
な
る
が
、
い
ま
現
在
、
明
確

な
基
準
や
選
定
方
法
は
存
在
し
な
い
。
そ
こ
に
、
ス
ラ
ヴ
派
が
つ
け
こ
も
う
と
し
て
い
る
。

ほ
か
に
、
注
目
す
べ
き
投
資
支
援
策
と
し
て
は
、
経
済
特
区
（
Ｏ
Ｅ
Ｚ
）、
政
府
系
銀
行
へ
の
大
幅
増
資

が
あ
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｚ
に
つ
い
て
は
、
二
○
○
五
年
七
月
二
十
二
日
付
経
済
特
区
法
に
基
づ
い
て
、
○
五
年
十

一
月
、
ハ
イ
テ
ク
特
区
と
し
て
、
q
ゼ
ノ
グ
ラ
ー
ド
（
モ
ス
ク
ワ
市
）、
w
ド
ゥ
ブ
ナ
（
モ
ス
ク
ワ
州
）、
e

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
、
r
ト
ム
ス
ク
、
が
決
定
し
た
ほ
か
、
産
業
特
区
と
し
て
、
q
リ
ペ
ス
ク
州
グ

リ
ャ
ー
ジ
ノ
、
w
エ
ラ
ブ
ガ
（
タ
タ
ー
ル
ス
タ
ン
共
和
国
）、
が
決
定
し
た
。
○
六
年
春
、
さ
ら
に
四
〜
五

カ
所
を
特
区
と
す
る
計
画
だ
。
秋
に
は
、
新
形
態
の
特
区
と
し
て
、
観
光
特
区
と
港
湾
特
区
を
選
定
す
る
。

経
済
特
区
の
存
続
期
間
は
二
十
年
で
、
経
済
発
展
貿
易
局
管
轄
下
の
経
済
特
区
庁
が
監
督
に
あ
た
る
。
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
は
、
連
邦
予
算
と
地
方
予
算
か
ら
負
担
を
折
半
す
る
。
ハ
イ
テ
ク
特
区
も
産
業
特
区
も
、

五
年
間
資
産
税
（
二
・
二
％
）
と
土
地
税
・
交
通
税
を
免
除
し
、
五
年
間
利
潤
税
を
二
○
％
（
通
常
二
四
％
）

と
す
る
。
ハ
イ
テ
ク
特
区
の
場
合
、
さ
ら
に
統
一
社
会
税
を
通
常
の
二
六
％
か
ら
一
四
％
に
引
き
下
げ
る
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ほ
か
、
投
資
額
の
条
件
は
な
い
。
産
業
特
区
で
は
、
研
究
開
発
費
認
定
の
迅
速
化
、
赤
字
の
翌
期
繰
越
無

制
限
（
通
常
は
上
限
三
○
％
）、
基
本
資
産
の
減
価
償
却
迅
速
化
、
一
○
○
○
万
ユ
ー
ロ
以
上
の
投
資
（
初
年

度
一
○
○
万
ユ
ー
ロ
）
と
い
う
条
件
が
つ
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
制
度
化
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
進
出
の
意
向

を
表
明
す
る
外
国
企
業
が
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｚ
の
詳
細
を
決
定
す
る
手
順
も
不
透
明
で
あ
り
、

こ
こ
で
も
ス
ラ
ヴ
派
が
優
位
に
立
ち
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

政
府
系
銀
行
の
大
幅
増
資
に
よ
っ
て
、
政
府
系
銀
行
に
よ
る
貸
出
増
加
に
よ
り
、
特
定
分
野
の
企
業
の

投
資
を
積
極
的
に
支
援
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
も
注
目
に
値
す
る
。
ロ
シ
ア
農
業
銀
行
は
、
二
○
○
○
年

六
月
、
中
央
銀
行
か
ら
免
許
を
得
て
、
農
工
コ
ン
プ
レ
ク
ス
向
け
融
資
の
た
め
の
銀
行
と
し
て
営
業
を
開

始
し
た
。
株
式
の
一
○
○
％
は
政
府
が
保
有
し
て
い
る
。
資
本
金
は
○
五
年
九
月
、
四
七
億
ル
ー
ブ
ル
か

ら
一
一
三
億
ル
ー
ブ
ル
に
倍
増
し
た
。
さ
ら
に
、「
農
工
コ
ン
プ
レ
ク
ス
発
展
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従

っ
て
、
○
六
年
に
三
七
億
ル
ー
ブ
ル
、
○
七
年
に
五
七
億
ル
ー
ブ
ル
、
増
資
す
る
見
通
し
だ
。
一
方
、
○

六
年
一
月
末
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
二
五
億

の
資
本
金
を
も
っ
た
新
し
い
ロ
シ
ア
政
府
系
の
開
発
銀
行

を
設
立
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
、
同
年
二
月
、
グ
レ
フ
経
済
発
展
貿
易
相
は
具
体
的
に
政
府
系
の
ヴ
ニ

ェ
シ
エ
コ
ノ
ム
銀
行
（B

ank
of

F
oreign

E
conom

ic
A

ctivities
U

SSR

）、
ロ
シ
ア
輸
出
入
銀
行
（State

Specialized
R

ussian
E

xport-Im
port

B
ank

）、
ロ
シ
ア
開
発
銀
行
（R

ussian
B

ank
of

D
evelopm

ent

）
に

むすび

205



基
づ
い
て
年
末
ま
で
に
二
五
億

の
資
本
金
を
も
っ
た
持
ち
株
会
社
形
態
の
新
銀
行
設
立
を
明
ら
か
に
し

た
。
ヴ
ニ
ェ
シ
エ
コ
ノ
ム
銀
行
を
中
心
に
形
成
す
る
の
か
、
別
の
方
法
を
と
る
の
か
、
ま
だ
検
討
段
階
に

あ
る
が
、
政
府
系
の
巨
大
銀
行
を
つ
く
り
、
投
資
支
援
体
制
を
整
え
る
方
針
だ
。

ヴ
ニ
ェ
シ
エ
コ
ノ
ム
銀
行
（
株
式
の
一
○
○
％
は
国
家
に
属
し
て
い
る
）
は
一
九
九
二
年
一
月
、
旧
ソ
連
債

務
返
済
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
、
二
○
○
二
年
に
は
、
政
府
決
定
に
従
っ
て
、
同
行
の
活
動
の
再
組
織

化
が
行
わ
れ
た
。
国
家
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
制
度
改
革
の
銀
行
保
証
が
優
先
課
題
と
な
っ
た
。
同
年
二
月

に
は
、
年
金
基
金
の
外
貨
建
て
有
価
証
券
運
用
者
に
任
命
さ
れ
た
。
○
三
年
に
は
、
国
家
年
金
投
資
管
理

会
社
に
も
な
っ
た
。
同
年
、
ヴ
ニ
ェ
シ
エ
コ
ノ
ム
銀
行
は
工
業
生
産
物
輸
出
の
国
家
支
援
発
展
概
念
の
策

定
に
積
極
的
に
参
加
し
た
。
さ
ら
に
、
同
行
は
○
三
年
の
ロ
シ
ア
輸
出
入
銀
行
（
九
四
年
設
立
）
の
増
資
後
、

ロ
シ
ア
輸
出
入
銀
行
の
株
式
の
九
四
・
六
四
％
を
保
有
す
る
親
会
社
に
な
っ
た
（
以
前
は
五
○
・
九
八
％
を

ロ
シ
ア
連
邦
資
産
基
金
が
保
有
）。
こ
う
し
て
、
ヴ
ニ
ェ
シ
エ
コ
ノ
ム
銀
行
は
ロ
シ
ア
企
業
の
輸
出
入
に
か

ら
む
重
要
な
銀
行
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
ロ
シ
ア
開
発
銀
行
は
九
九
年
二
月
二
十
二
日
付
九
九
年
連
邦

予
算
法
に
従
っ
て
、
ロ
シ
ア
連
邦
資
産
基
金
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
同
行
の
株
式
の
一
○
○
％
は
同
基

金
が
保
有
し
て
い
る
。
○
五
年
一
月
一
日
現
在
、
資
本
金
は
四
六
億
六
○
○
○
万
ル
ー
ブ
ル
だ
っ
た
が
、

同
年
十
二
月
、
ト
ッ
プ
が
交
代
し
、
イ
サ
エ
フ
経
済
発
展
貿
易
省
元
次
官
が
主
導
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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イ
サ
エ
フ
は
資
本
金
を
五
倍
以
上
の
二
九
六
億
六
○
○
○
万
ル
ー
ブ
ル
に
増
や
す
計
画
だ
。
い
ず
れ
に
し

て
も
政
府
系
銀
行
が
拡
充
さ
れ
る
の
は
確
実
で
、
そ
れ
が
民
間
企
業
の
投
資
を
円
滑
に
支
援
で
き
る
か
ど

う
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
○
六
年
三
月
、
ロ
シ
ア
開
発
銀
行
は
国
家
支
配
に
移
っ
たA

vtoV
A

Z

と

協
力
協
定
を
締
結
し
、
貸
付
で
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
行
は
投
資
基
金
の
配
分
に
も
か
か
わ
る
の

で
、
こ
の
協
力
関
係
はA

vtoV
A

Z

に
プ
ラ
ス
に
働
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
国
家
に
よ
る
投
資
支
援
は
拡
充
の
方
向
に
あ
る
の
は
ま
ち
が
い
な
い
。
問

題
は
そ
う
し
た
国
家
に
よ
る
投
資
支
援
を
ど
う
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

レ
ン
ト
配
分
を
め
ぐ
っ
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、
プ
ー
チ
ン
政
権
下
で
国
家
の
レ
ン
ト
奪
取
分
が
急
増
し

て
い
る
点
だ
（
レ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ロ
シ
ア
の
レ
ン
ト
と
課
税
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
文
献
リ
ス
ト

参

照
）。
鉱
物
資
源
採
掘
税
や
資
源
に
関
す
る
輸
出
関
税
な
ど
が
連
邦
予
算
歳
入
の
大
幅
拡
大
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
そ
れ
以
前
に
は
、
私
有
化
の
過
程
で
生
ま
れ
た
オ
リ
ガ
ル
ヒ
に
多
く
の
レ
ン
ト
が
奪
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
国
家
へ
の
レ
ン
ト
集
中
化
は
若
干
の
「
進
歩
」
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
国
家
レ
ン
ト
の
使
途
を
決
定
す
る
主
導
権
は
ス
ラ
ヴ
派
に
握
ら
れ
て
い
る
。

い
ま
の
と
こ
ろ
、
透
明
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
競
争
原
理
を
重
視
し
よ
う
と
す
る
西
欧
派
の

旗
色
は
き
わ
め
て
悪
い
。
ス
ラ
ヴ
派
が
レ
ン
ト
の
多
く
を
奪
取
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
に
み
え
る
。
そ
こ

むすび
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に
は
、
政
治
家
、
官
僚
、
企
業
家
を
巻
き
込
ん
だ
「
癒
着
」
が
蔓
延
し
て
い
る
。
資
源
に
か
け
ら
れ
た
「
呪

い
」
が
現
実
に
あ
る
か
の
よ
う
に
、
国
家
全
体
に
腐
敗
が
広
が
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ト
ラ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン

シ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ
っ
て
毎
年
公
表
さ
れ
て
い
る
腐
敗
認
知
指
数
を
み
る
と
、
ロ
シ
ア
は

二
○
○
五
年
に
つ
い
に
一
五
九
カ
国
中
第
一
二
六
位
ま
で
ラ
ン
ク
を
下
げ
た
。
中
国
の
第
七
八
位
よ
り
も

ず
っ
と
ひ
ど
い
状
況
に
あ
る
。

二
○
○
七
年
の
下
院
選
、
○
八
年
の
大
統
領
選
を
に
ら
ん
で
、
政
治
家
、
官
僚
、
企
業
家
を
巻
き
込
ん

だ
レ
ン
ト
の
分
捕
り
合
戦
は
激
し
さ
を
増
す
だ
ろ
う
。
本
書
で
の
分
析
が
こ
う
し
た
ロ
シ
ア
の
将
来
を
占

う
上
で
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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